
弥生３月ひな祭りですね。

こうして今日本では、平和な日常が続いています。

それが当たり前の生活なのですが、新型コロナウィ

ルスという目に見えないつかみ所のない病気尾をも

たらす原因の元が広がりこの２年ほどの間はなんだ

かとっても窮屈に暮らしていると感じます。

ヨーロッパでは、かなりきな臭い匂いがしてきまし

た。こんな時どちらも正義を掲げます。

そうして大きな争いとなってしまいます。

そこで暮らしている人たちは、つい先日までは何事

もなく平和に暮らしていた日常が一夜のうちに変わ

ってしまう。愚かで悲しいことです。

心が痛みます。

少しでも早く彼の地にも穏やかに日が戻ることを願

うばかりです。

＊おやのことば 「世界は変わらん、心変わる」
年が明けてから、雪の日や厚い雲に覆われる日が続いてい

ましたが、今朝は美しい朝日が窓から差し込んでいます。遠

くに見える山々も、近くの田畑やあぜ道も、早朝の澄んだ空

気の中で金色に輝いています。

普段は物悲しい気分を誘う、冬枯れした木々や立ち枯れし

た草花でさえ、朝日に照らされると、まるで息を吹き返した

かのように生き生きと見えるから不思議です。

新聞を取りに外へ出て、大きく深呼吸すると、朝の冷たい

空気が体中に広がっていくのを感じます。何も特別な日では

ないのですが、今日も元気にこの美しい世界に生かされて在

ることの喜びが、自然に湧き上がってきて、思わず手を合わ

せました。

「一つ世界は変わらん、心変わる」
この世界の創造時から、親神様の絶えざるご守護に支えら

れて世界は存在し、その中で生命が育まれてきました。

昨日も今日も、そして明日も、その事実に変わりはありま

せん。でも、喜べない出来事や体調不良などが重なってくる

と、感謝や喜びよりは、どうしても迷いや不足のほうに心が

向いてしまいがちです。

そんなときは、もう一度目を凝らして、目の前にある世界を見つめ直しましょう。親神

様のご守護に思いを馳せるとき、そこに多くの感謝と喜びの種が埋もれていることに、き

っと気がつくはずです。（岡）
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一枚の写真から
先日、SNS に右の写真を公開しました。
これは私が高校時代のクラブ活動で毎日

歌っていた「みちのこのうた」という歌

集の最初のページです。

娘が本棚を整理していて見つけたもので、

懐かしく思い公開したのです。

ただ、最初のページに朝夕のおつとめ鳴

り物譜面があるのは全く記憶していませ

んでした。

何気なく公開したのですが、想像を超え

る反響となりました。

まず綺麗ならば譜面のコピーが見たい

という人が現れたので、このほかのペー

ジも数ページ追加で公開しました。

すると、楽譜を読める人たちの間で話

が転がっていく・・・

また、別の人が、最後のページに記載さ

れている教祖九十年祭の歌を見て、自分

の持っている「みちのこのうた」には、記載が

ないということが判明して、この本の内容で話

が広がる。

そして、九十年祭の歌を知らないという人が出

てきて、あの歌は最高だったという話から、音

源ありますよとことになり、欲しい！！という

リクエストから公開すると、別の人がこの曲は

３連符が難しかった。そのとき現役の鼓笛隊員

だったからと述懐されたりと

１枚の写真からこれほどの話の広がりになると

は思いもよりませんでした。

１枚の写真から、音楽の譜面に関するセッショ

ン。高校性のクラブ活動を通じての思い出話。

そして、教祖の年祭の歌という世代を超えた話

へと広がるのに答えながら、ものの見方の幅を

感じました。同じものを見たり聞いたりしても、

その人が知っている知識や経験などで着眼する

ところがこれほど違うのかと。そして、ＳＮＳ

では、世代を超えてのセッションが行われる。

そこからまた新しい発見があると。

立場を変えて物事を見ることが身についたの

は、この高校時代のクラブでした。

子どもたちを対象としてのゲームリーダーとな

ったり、それを支えるサブリーダになったりす

ることで、準備の大切さとアクシデントに対す

る柔軟な即応性。物事を俯瞰で捉えてポイント

をつかんで効率よく進めていくこと。そんな、

社会で実際に必要となる能力を得ることができ

たんだと思うと、今更ながらありがたいことだ

ったなと感じました。



一般に「救済」を意味する働きかけを、お道

では「おたすけ」と呼んでいます。

おたすけは、たすけ一条の道といわれる「つ

とめ」と「さづけ」を、ようぼくが誠まこと

の心で実行することによって、親神様おやが

みさまのご守護、教祖おやさまのお働きを頂

いて成就されます。つまり、おたすけをされ

るのは、あくまで親神様であり、ようぼくは

存命（ぞんめい）の教祖の手足となって、身

上（みじょう）・事情を抱える人に教えを伝え、心を入れ替えていただくために、ひたすら

真実を尽つくし、たすかりを願い、身上者にはおさづけを取り次ぐことが、その務めと言

えるでしょう。

こうして、身上を病む人が不思議なたすけに浴し、事情に苦しむ人が鮮やかなご守護を頂

いて、喜びの姿を見せられても、それで善しとするのではなく、真のたすかりへと導いて

いくことが大切です。

中山善衞・三代真柱（しんばしら）様は、次のように仰せになっています。

「おたすけということは人をたすけることであります。人をたすけるということは、ただ

病気を治すことじゃないんです。病気が治ったからというて、おたすけが済んだんじゃな

いんです。おさづけを取り次いでいただいて、もし病気がよくなったという結果を見たな

らば、私は取り次いだ人も取り次がれた人も、きっと、なるほど親神様の御守護だと心に

感得（かんとく）するだろうと思います。かくなる上は、私もあの人と一緒ににをいがけ

・おたすけをさせていただこう、そうして人をたすける心を持って思召（おぼしめし）に

応えさせてもらおう。そういう心のところまで人を育てることが、私は本当のおたすけだ

と思うんです」（第 35回新任教会長の集い）

てをどりまなび

教会本部では毎日、朝づとめの後に教祖おやさまの

御前で、てをどりを二下りずつ参拝者全員で勤めて

います。これを「てをどりまなび」といいます。

それぞれの教会でも、これにならって朝夕のおつと

めの後に、まなびを勤めています。

「まなび」は学び。古来は「真似まねび」で、真似

ること。師匠や先輩の技を真似ることから、学習、

学問といった意味に使われてきました。

お手振りも、まずは真似、慣れることです。お歌、

手振りに込められた理合いを味わいつつ勤めるのが理想ですが、まずは教会のおつとめに

参拝し、先輩と共に「まなび」を勤めて、見よう見まねでもお手を振ってみることです。

教祖は

「これは、理の歌や。理に合わせて踊るのやで。たゞ踊るのではない、理を振るのや」

「つとめに、手がぐにやぐにやするのは、心がぐにやぐにやして居るからや。

一つ手の振り方間違まちごても、宜敷よろしくない。

このつとめで命の切換きりかえするのや。大切なつとめやで」（『稿本天理教教祖伝』）と、

おつとめの理の重さを教え示されました。

＊身上みじょう 一般的に身体の病気を指す。

＊事情じじょう 生きていく上での様々な困難やトラブルを指す




